
一
，
 

(
 

町
民
ス
キ
ー
大
会
に
雪
の
精
鋭
集
う
 

朝
方
や
や
天
候
が
悪
か
っ
た

も
の
の
次
第
に
回
復
し
て
ス
キ
 

ー
日
和
と
な
っ
た
ニ
月
二
十
三

日
、
町
営
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
に
お

い
て
第
三
十
四
回
金
木
町
民
ス

キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

大
会
は
田
中
勇
治
町
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
、
今
誠
康
県
議
会

議
員
の
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
金

木
小
学
校
六
年
竹
内
俊
光
君
が

元
気
一
杯
選
手
宣
誓
し
、
競
技

に
入
っ
た
。
 

ア
ル
ペ
ン
、
ジ
ャ
ン
プ
、
 レ
 

ー
ス
、
リ
レ
ー
の
各
出
場
選
手

と
も
こ
の
日
の
た
め
に
技
術
、
 

体
力
を
鍛
え
上
げ
て
き
た
と
あ

っ
て
全
貝
が
す
ば
ら
し
い
出
来

を
見
せ
、
順
位
は
結
果
で
し
か
 
 な

い
と
い
う
思
い
で
、
選
手
同

志
が
お
互
い
の
健
闘
を
讃
え
あ

っ
て
い
た
。
 

町
民
ス
キ
ー
大
会
入
賞
者

◇
ア
ル
ペ
ン
 

▽
小
学
校
男
子
 

第

一
位
 
松
川
 
兼
吾
（
嘉
小
）
 

第
二
位
 
鳴
海
 
雅
文
（
金小
）
 

第
三
位
 
棟
方
 
広
樹
（
嘉
小
）
 

▽
小
学
校
女
子
 

第

一
位
 
沢
田
 
春
陽
（
嘉
小
）
 

第
二
位
 
吉
崎
久
実
子
（
嘉
小
）
 

第
三
位
 
鎌
田
 
樹
里
（
嘉
小
）
 

▽
中
学
校
男
子
 

第

一
位
 
白
川
 
豊
仁
（
金
中
）
 

第
二
位
 
大
橋
 
央
佳
（
南
中
）
 

第
三
位
 
秋
元
 
秀
雄
（
金
中
）
 

▽
中
学
校
女
子
 

第

一
位
 
今
 
ひ
と
み
（
南
中）
 

▽
一
般
男
子
 

第

一
位
 
白
川
 
勝
信
（
金
木
）
 

第
二
位
 
今
 
義
律

（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
工
藤
 
文
久
（
藤枝
）
 

◇
ジ
ャ
ン
プ
 

▽
小
学
校
 

第

一
位
 
原
田
 
雅
仁
（
嘉
小
）
 

第
二
位
 
今
 

正
秀
（
喜
小
）
 

第
三
位
 
沢
田
 
幸
一
（
嘉
小）
 

▽
中
学
校
 

第

一
位
 
小
野
 
啓
之
（
南
中
）
 

第
二
位
 
原
田
 
靖
大
（
南
中
）
 

第
三
位
 
伊
藤
 
春
樹
（
南
中
）
 

◇
レ

ー
ス
 

▽
小
学
校
男
子
 

第

一
位
 
大
橋
架
早
男
（
喜
小
）
 

第
二
位
 
鳴
海
 
和
実
（
嘉
小
）
 

第
三
位
 
山
中
 
潤
哉
（
嘉
小
）
 
 ▽

小
学
校
女
子
 

第

一
位
 
浅
利
  
恵
子
（川
小
）
 

第
二
位
 
鳴
海
  
友
子
（
嘉
小
）
 

第
三
位
 
其
田
 
仁
美
（川
小
）
 

▽
一
般
男
子
 

第

一
位
 
工
藤
  
勇
蔵
 

◇
リ
レ

ー
 

▽
小
学
校
男
子
 

第

一
位
 
川
倉
小
A
チ
ー
ム

第
ニ
位
 
喜
良
市
小
A
チ
ー
ム

第
三
位
 
嘉
瀬
小
A
チ
ー
ム

▽
小
学
校
女
子
 

第

一
位
 
川
倉
小
A
チ
ー
ム

第
二
位
 
嘉
瀬
小
A
チ
ー
ム

第
三
位
 
川
倉
小
B
チ
ー
ム

▽
中
学
校
男
子
 

第

一
位
 
金
木
南
中
A
チ
ー
ム

第
二
位
 
金
木
南
中
B
チ
ー
ム
 
 お

手
玉
を
作
っ
て
く
れ
た
お
年

寄
り
た
ち
と
共
に
お
手
玉
遊
び

に
挑
戦
。
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
ず
に
悪
戦
苦
闘
、
お
年
寄
り

が
四
つ
の
お
手
玉
を
使
っ
て
見

本
を
見
せ
る
と
 
「す
ご
い
ね

ー
 

ー
」
と
言
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
あ
が
る
な
ど
和
気
あ
い
あ
い

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。
 

六
年
生
の
鳴
海
友
子
さ
ん
は
 

「今
日
は
大
変
楽
し
か
っ
た
。
 

金
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
合

会

（
西
村
万
吉
会長
）
に
こ
の

ほ
ど
、
会
員
が
よ
く
協
力
し
て

明
日
に
生
き
る
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
、
 

そ
の
活
動
が
他
の
模
範
と
な
っ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
社
団
法
 
 た

く
さ
ん
の
お
手
玉
で
遊
べ
る

よ
う
に
挑
戦
し
た
い
」
 
と
ニ
ッ

コ
リ
。
 

学
校
側
で
も
来
年
も
ま
た
開

け
れ
ば
と
検
討
中
と
の
こ
と
で

あ
り
、
子
供
た
ち
と
お
年
寄
り

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
多
く
な
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
手
作
り
の

お
手
玉
は
終
了
後
学
校
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。
 

人
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
よ
り

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。
 

▽
金
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
加
盟
単
位
数
三
十
単
子

金
木
地
区
 
十

五
単
子

喜
良
市
地
区
 
十
三
単
子

嘉
瀬
地
区
 

二
単
子
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金
木
町
子
ど
も
会
 

育
成
連
合
会
が
全
国
表
彰
 

▲西村万吉会長 
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a昌 
北京、万里の長城、西安、上海など研修 

訪
中
三
月
ニ
十
七
日
か
ら
八
日
間
 

海外交流遣唐使訪中団 
当町から中学生4人が参加 

町
と
町
働
く
少
年
の
た
め
の

基
金
運
営
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど

町
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
い

て
、
 

中
国
に
研
修
に
行

か
れ
る
中
学

生
四
名
を
招
い

て
 
「海
外
交
流

遣
唐
使
訪
中
団

」
激
励
会
を
開

い
た
。
 

「金
木
町
働
く
少
年
の
た
め

の
基
金
」
事
業

は
、
毎
年
「
励

ま
す
会
」
を
開
催
し
て
い
る
が

現
代
は
国
際
感
覚
に
あ
ふ
れ
る

人
材
の
育
成
が
求

め
ら
れ
て
い

る
時
代
で
あ
り
、
ま
た
、
青
森

県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
よ
り
遣
唐
使

訪
中
団
募
集
が

あ
っ
た
の
を
機

に
町
負
担
で
「
働
く
少
年
」
を

対
象
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
金
木

中
学
校
二
年
の
田
中
祐
兵
君
と

田
中
一
貴
君
、

金
木
南
中
学
校

二
年
の
野
呂
佳
央
君
と
山
中

一

成
君
が
参
加
派
遺
と
な
っ
た
。
 

激
励
会
で

は
田
中
勇
治
町
長

が
 
「歴
史
の
あ
る
国
で

学
ぶ

こ

と
が
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
。
 

全
て
に
つ
い
て
学

ん
で
き
て
く

だ
さ
い
」
 
と
、沢
田
茂
町
働
く

少
年
の
た
め
の
基
金

運
営
委
員

会
長
が
「

こ
れ
か
ら
の
町
発
展

は
若

い
人
た
ち
の
力
が

い
り
ま

す
。
 
一
生
懸
命
勉
強
し

て
き
て
 
 く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
そ
し
て

古
川
角
雄
教
育
長
が
 
「身
体

に

気
を

つ
け
て
見
聞
を

ひ
ろ
め
て

き
て
く
だ
さ
い
」
 
と
激励
の
言

葉
を
か
け
た
。
 

そ
れ
に
対
し
自
己
紹
介

に
た

っ
た
田
中
祐
平
君
ら
が
「

選
ば

れ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
、
 

が
ん
ば
っ

て
き
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
て
い
た
。
 

日
程
 

三
月
二
＋
七
日
 

成
田
空
港
発
 

北
京
泊
 
 

三
月
二
＋
八
日
 

北
京
泊
 

三
月
二
＋
九
日
 

北
京
泊
 

三
月
三
十
日
 

西
安
泊
 

三
月
三
十

一
日
 

西
安
泊
 

四
月
一
日
 

上
海
泊
 

四
月
二
日
 

上
海
泊
 

四
月
三
日
 

上
海
発
 

成
田
空
港
着
 

以
上
七
泊
八
日
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金
木
出
張
所
へ
統
合
 

町
で
は
今
年
度
一
人
暮
ら
し

老
人

の
生
活
上
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
福
祉
安
心
電
話

一
一

十
台
を

一
人
暮
ら
し
老
人
宅
に

設
置
し
た
。
 

設
置
第

一
号
と
な
っ
た
金
木

川
端
町
の
能
登
谷

き
み
豆
さ
ん

宅
に
は
、
電
話
の
運
用
を
委
託

さ
れ
る
町
社
会
福
祉
協
議
会

や

緊
急
電
話
の
受
信
先
と
な
る
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
が
訪

間
、
使
い
方
な
ど

を
指
導
し

て

い
た
。
 

福
祉
安
心
電
話

は
、
突
然
具

合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
な
ど

の

緊
急
時
に
、
身
に
つ
け
て
い

る
 
 ペ

ン
ダ
ン
ト
式
の
発
信
機
を
押

す
と
本
部

の
あ
る
県
社
協
に
電

話
回
線
が

つ
な
が
り
、
さ
ら
に

県
社
協
か
ら
近
く
に
住
む
福
祉

安
心
電
話
協
力
員
に
電
話
が

か

か
っ
て
派
遣
す
る
仕
組
み
。
ま

た
普
段
の
生
活
で
困
っ
た
こ
と

が
起
き
た
場
合
な
ど
も
、
ボ
タ

ン
ー
つ
で
町
社
協
に
電
話
が
か

か
り
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
対

処
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
 

こ
の
福
祉
安
心
電
話
は
、
平

成
四
年
度
に
も
二
十
台
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

平
成
四
年
三
月
三
十
日

（
月
）
 

か
ら
小
泊
村

・
市
浦
村
の
管
轄

登
記
所
が
変
わ
り
ま
す
。
 

小
泊
出
張
所

→
金
木

出
張
所

今
ま
で
小
泊
村

・
市
浦
村

に

所
在
す
る
土
地
・

建
物
の
登
記

や
会
社
な
ど
商
業
・
法
人
の
登

記
は
、
青
森
地
方
法
務
局
小
泊

出
張
所
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
本
年
三
月
三
十
日
卸

か
ら
青
森
地
方
法
務
局
金
木
出

張
所
で
取
り
扱
、2
」
と
に
な
り

ま
す
 

国
 

民
 

⑥

4
月
か
ら
 

保
険
料
が

変
わ
り
ま
す
＠

第

一
号
被
保
険
者

と
任
意
加

入
被
保
険
者
が
納
付
す
る
国
民

年
金

の
保
険
料
の
額
が
、
平
成

四
年
四
月
分
か
ら

ー
カ
月
九
、
 

七
〇
〇
円
に
変
わ

り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
付
加
保
険
料

の
額

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
四
〇
〇

円

の
ま
ま
で
す
。
 

基
礎
年
金
の
支
払
い

に
要
す
 

し
た
が
っ
て
、
本
年
三
月
三

十
日
以
降
は
、
不
動
産
・
商
業

及
び
法
人
等
の
登
記
申
請
や
各

種
の
謄
本

・
抄
本
・
証
明
及
び

印
鑑
証
明
等
が
必
要
な
と
き
は

金
木
出
張
所
へ
請
求
又
は
お
越

し
願

い
ま
す
。
 

な
お
、
小
泊
村
並
び
に
市
浦

村
の
役
場
の
窓

ロ
に
は
、
「
謄
本
 

・

抄
本
等
交
付
申
請
書
」
 
用
紙

及
び
「
登
記
申
請
書
書
式
例
」
 

を
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

御
利
用
下
さ
い
。
 

年
 
金
 

る
費
用
は
、

み
な
さ
ん
の
負
担

す
る
保
険
料
、

各
被
用
者
年
金

制
度
か
ら
の
拠
出
金
、
国
庫
負

担
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
平

均
寿
命

の
伸
び
と
と
も
に
増
え

て
い
る
年
金
受
給
者
や
物
価
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
額
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
こ
の
費
用
が
年

々
増
加
し
て
い
る
た
め
の
措

置

で
す
。
 

保
険
料
は
安
く
、
年
金
額
は
 

家
庭
裁
判
所
に
は
、
参
与
員

と
家
庭
調
停
委
員
の
制
度
が

あ

り
ま
す
。
 

参
与
員
は
、
家
庭
裁
判
所
か

ら
指
定
さ
れ
て
、
名
の
変
更
、
 

戸
籍
訂
正
、
遺
産
分
割
、
子
の

監
護
者

の
指
定
な
ど

の
家
事
審

判
事
件
を
担
当
し
、

裁
判
官
が

事
件
に
つ
い

て
適
正
妥
当
な

判

断
が
で
き
る
よ
う
に
、
審
判
に

立
ち
会
っ

て
意
見
を
述
べ
た
り
、
 

事
件
の
記
録
を
審
査
し

て
こ
れ

に
基
づ
く
意
見
を
提
出
す
る
な

ど
し
て
、
裁
判
官
の
手
助
け
を

し
ま
す
。
 

家
事
調
停
委
貝
は
、

二
人
の

家
事
調
停
委
員
と
家
事
審

判
官
 
 

と
で
組
織
す
る
調
停
委
員
会

の

構
成
員
と
な
り
、
離
婚
、
扶
養
、
 

遺
産
分
割
な
ど

の
調
停
事
件
を

担
当
し
て
、
紛
争
解
決
に
向
け

て
調
停
を
進
め
ま
す
。
 

家
庭
に
関
す
る
事
件
に
つ
い

て
は
、
 一
般
社
会
の
各

分
野
か

ら
、
紛
争
の
解
決
に
有
用
な
専

間
的
知
識
又
は
豊
富
な
経

験
を

持
ち
、
徳
望
良
識

の
あ
る
人
が

参
与
員
や
家
事
調
停
委
員
と
し

て
選
ば
れ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

参
与
員
と
家
事
調
停
委
員
の
制

度
の
趣
旨

は
、
こ
の
よ
う
に
市

民
が
司
法
に
参
加
し
て
、
そ
の

良
識
や
経
験
を
審
判
や
調
停
に

反
映
さ
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
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▲電話の応対に出る能登谷さん。 (
  

一
人
暮
ら
し
も
こ
れ
で
安
心
 

青
森
地
方
法
務
局
 

福
祉
安
心
電
話
設
置
 

小
泊
出
張
所
が
 

多
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
 
国
民

年
金
証
書
を
必
ず
提
出
し

せ
ん
が
、
長
期
的
に
安
定
し
た
 
て

く
だ
さ
い
。
 

年
金
制
度
と
す
る
た

め
に
、
給
 

一
」
れは
、
物
価
上
昇

に
伴
い

付
と
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
 
増
額
し

た
、
新
年
金
額
で

の
四

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
の
負
担
が
 

月
分
か
ら
七
月
分
ま
で

の
支
払

急
に
重
く
な
ら
な

い
よ
う
に
段
 
い
金

額
を
平
成
四
年
八
月
期
支

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
 
払
い
欄

に
記
入
す
る
た

め
で
す
。
 

す
。
 

証
書

の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

と
八
月
期
支
払
い
分

の
受
け
取

⑥
老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
取
っ
 

り
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

た
ら
、
国
民
年
金
証
書
を

提
出
 
ま
た
、

他
の
公
的

年
金
を
受

し
ま
し
ょ
う
⑥
 

け
て
い
る
人
は
、
そ
の
年
金
額

四
月
期
分
の
支
払
い
を
受
け
 
改

定
通
知
書
も
必
要
で
す
か
ら

取
っ
た
ら
役
場
国
民
年
金
係
に
 
忘
れ

ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
 

裁
 
判
 
所
 
広
 
報
 



緑
の
羽
根
募
金
運

動
 

緑
を

こ
れ

か
ら

の
世
代
に

残
し

て
い

く
た

め
に
 

で
き
る
こ
と
から
森
林
づ
く
り
に参
加
し
よ
う
 

長
か
つ
た
冬
も
終
わ
り
、
若
葉
が
芽
吹
＜
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
 

茶
色
一
色
で
あ
つ
た
景
色
が
、
少
し
ず
つ
緑
色
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
生
命
の
息
吹
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
＜
れ
る
季
節
で
す
。
 

こ
の
「
桜
前
線
」
な
ら
ぬ
「
緑
前
線
」
の
北
上
に
合
わ
せ
て
、
現

在
、
街
頭
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
緑
の
羽
根
募
金
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
も
う
募
金
は
さ
れ
ま
し
た
か
？
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緑
の
羽
根
募
金

に
寄
せ
ら
れ

た
皆

さ
ん
の
募
金

（
浄財
と
い
い

ま
す
）
 

は
、
集
め
ら
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
緑
化
活
動
に

使
わ
れ
ま
す
。
 

ち
ょ
っ
と
周
囲
に
目
を
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
校
庭
の
緑
、

公
園
の

緑
、
道
路
沿
い

に
植
え
ら
れ

た
木
々

の
緑
 
。

わ
た
し
た
ち
の
心
を

和

ま
せ
て
く
れ
る
こ
れ
ら
の
緑
の
多

く

は
、
緑
の
羽
根
募
金
に

よ
っ
て
集
め

ら
れ
た
皆
さ
ん
の
浄
財
で
植
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。
 

浄
財
は
、

こ
の
よ
う
な
植
樹
を
は

じ
め
と
す
る
国
土
緑
化
に
使
わ
れ

る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
緑
を
大

切

に
し
よ
う
と

い
う
ク
緑
化
意
識
4

を

皆
さ
ん
に
も
っ

て
も
ら
う
た
め
の
普
 
 

及
・
啓
発
事
業

な
ど
に
も
使
わ
れ

て

い
ま
す
。
 

そ
の
ー
つ
に
、

緑
の
少
年
団
員
の

育
成
が
あ
り
ま
す
。一
街
頭
で
募
金
を

呼
び
か
け

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、

こ
の
緑
の
少
年
団
の
メ
ン
バ
 

ー
で
す
。
緑
の
少
年
団
は
、
子
ど
も

た
ち
の
自
主
的
な

団
体
で
す
。
そ
の

活
動
目
的
は
、
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
緑
を
愛
し
、
守
り
、
育
て

る
心
を
養
う
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
 

わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し

や
 

地
球
全
体
を
守
っ

て
い

る
緑
 

緑
の
羽
根
募
金
は
、

昭
和
二
十
五

年
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
山
々

は
、
戦
争
や
戦
後
の
復

興
の
た
め
に
 
 

木
が
切
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
丸
裸
の
状

態
で
し
た
。
こ
の
丸
裸
の
山
に
木
を

植
え
よ
う
と
始
め
ら
れ

た
の
が
、

こ

の
緑
の
羽
根
募
金
の
運
動
で

す
。
 

そ
れ
か
ら
四
十
年
以
上
た

ち
ま
し

た
。
裸
で
あ
っ
た
山
々
に
は
木
々
が
 

立
派
に
育
ち
、
緑
が
潤
っ
て
い
ま
す
。
 

台
風
な
ど

に
よ
る
被
害
も
以
前
に
比

べ
る
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
山
の

木
々
が
土
砂
崩
れ
や
洪
水
を
防

い
で

く
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
森
林
は
、
 

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
る
木

材
資
源
を
提
供
し

て
く
れ
る
だ
け
で

な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

を
守

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
 

最
近
、

地
球
環
境
の
問
題
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
そ
の
ー
つ
が

地
球
の

温
暖
化
の
問
題
で
す
。
二
酸
化
炭
素

の
増
加
が
、

そ
の
大
き
な
原
因
と

考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
森
林
は
、
 

そ
の
二
酸
化

炭
素
を
固
定
し
、
地
球

の
温
暖
化
を
防
ぐ
働
き
も
し

て
い
る

の
で
す
。
森
林
は
、
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し

は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
球

全
体
を
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
 

人
と
緑

と
の
関
係
に

つ
い

て
 

こ
の
機

会
に
見

つ
め
直
そ

う
 

緑
で
潤
っ

て
い
る
山
々
を
見
る

と
、
 

さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
森
林
は

い
ま
大
き
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
木
は
生
き
物
で

す
か
ら
、
当
然
、
植
え
た
後
の

世
話

が
必
要
で
す
。
大
き
く
育
て
て
、
木
材

資
源
と
し

て
活
用
す
る
ま
で
に
は
、
 

長
い
時
間
と
手
間
が
か
か
り

ま
す
。
 

そ
の
森
林
の
世
話
を
す
る
人
が
少
な

く
な
っ

て
き
て
い
る

の
で
す
。
 

ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
、
森
林
の
大
 

切
さ
を
と
か

く
忘
れ
が
ち
で
す
。
森

林
は
、
空
気
や
水
と

同
じ
よ
う
に
、
 

な
く
な
っ
て
初
め
て
 
な
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
な
っ

て
か
ら
で
は
遅

す
ぎ
ま
す
。
 

森
林
を
守
り
育
て
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
に
残
し
て
い
く
の
は
、
わ
た
し

た
ち
の
務
め
で
す
。
二
＋
一
世
紀
の

森
林
づ
く
り
の
た
め
に
、

わ
た
し
た

ち

一
人
一
人
が
森
林
を
自
分
の
も

の

と
し
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
 

可
能
な
方
法
で
、
森
林
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い

ま
す
。
 

あ
な
た
の
気

持
ち
を
、

こ
の
緑
の

羽
根
募
金
に
託
し

て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
こ
の
機
会
に
、
わ
た
し
た
ち

と
緑
と

の
関
係
に

つ
い
て
家
族
や
職

場
の
人
た
ち
と
話
し

合
っ

て
み
て
く
 

だ
さ
い
。
 

み
ど
り
 

み
ん
な
の
カ
で
豊
か
な
森
林
を
育
 

て
ま
し
よ
う
ー
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H
目

N
”
浅難
 

金
木
社
協
川
柳
会
 

ニ
月
句
会
 

う
そ
話
少
し
混
じ
え
て
嫁
貰
う
 
岩
田
 

重
美

嘘
呑
ん
で
い
よ
い
よ
据
る
妻
の
腰
 
高
橋
 
け
ん

一

友
の
嘘
わ
か
っ
て
少
し
貸
し
て
や
る
 
中

西
 
昭
治

磨
か
れ
て
力
と
技
の
大
殊
勲
 
成
田
 

チ
 
セ

靴
磨
き
靴
に
愚
痴
云
う
倦
怠
期
 
泉
谷
 
て
 
い

壷
磨
く
祖
父
に
古
武
士
の
姿
見
る
 
沢
田
 
か

お
る

世
歩
き
の
じ
ょ
う
ず
へ
た
に
も
金
し
だ
い
 
櫛
引
 
八
千
代

肥
満
体
今
日
も
痩
せ
た
い
一
万
歩
 
木
田
 
忠

雄

健
康
法
歩
く
こ
と
に
も
金
か
か
る
 
米

谷
 
よ
う
一

愚
痴
を
言
う
妻
の
鬼
に
も
豆
を
撒
く
 
北

川
 
せ
つ
女

甘
言
に
乗
っ
て
己
の
首
を
締
め
 
原
田
 

喜
一
郎

合
格
で
人
生
の
節
目
無
事
通
る
 
白

川
 
哲
子
 

※
投
句
歓
迎
し
ま
す
0
 

詳
し
く
は
役
場
内
金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
 

。
五
三
ー
二
二
四
一
 



2 月 1日生まれ 

体重 3, 280g 

蒔 田 

白川 正さんの2 男 

2 月10日生まれ 

体重 3,308g 

藤 枝 

工藤 輝光さんの 2女 

ま な み 

愛 美ちゃん 

/
 

『
 

2月届出分 

戸籍の窓 

金木町に住所を有している

方を掲載しています。 

白
川
 
唯
依
（
覚

）
金
 
木
 

津
田
 
春
蒲
（

8
1歳
）
嘉

前
田
 
拓
也

（
友
昭
）
川
 
倉
 
白

川
 
登
（

5
7歳
）
金

真
藤
 
拓
麻

（
隆
男
）
金
 
木
 

角
田
 
影

三
（
6
3歳
）
金

坂
本
あ
ず
さ
（
直
弘

）
金
 
木
 
白

川
岩
次
郎

（
8
8歳
）
川
 

白
川
 
大
悟

（
正
 

斉
藤
 
大
貴

（
 
一
 

原
田
 
和
希

（
勇
 

エ
藤
 
愛
美

（
輝
光
）
藤
 

お
め
で

と
う
 

金 嘉 蒔 

山

崎 
勇

也（年

膚）金 木 

工藤 

光

雄（63
歳

）金 

木枝木瀬 田 

足
底
部
は
、
他
の
部
位

に
比

し
皮
膚
の
角
層
が
厚
く
、
た
こ
、
 

う
お
の

め
、
と
い
っ
た
限
局
性

の
過
角
化
を
生
じ
る
疾
患

の
好

発
部
位
で
す
。
今
回
は
、
足
底

部
に
発
生
す
る
こ
れ
ら
小
腫
痛

の
鑑
別
法
及
び
治
療
法
に
つ
い

て
の
話
で
す
。
ま
ず
、
た
こ
（
勝

砥
）
で
す
が
、

こ
れ
は
皮
膚
に

慢
性

の
物
理
的
刺
激
が
加
わ
り

生
じ
る
炎
症
反
応
の
結
果
表
皮

の
肥
厚
と
過
角
化
が
生
じ
た
も

の
で
す
。
正
常
の
表
皮
角
層
が

厚
く
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
 

表
皮

の
蹄
紋
状
態
は
周
辺
の
皮

膚
と
特
に
変
わ
り
が
あ
り
ま

せ

ん
。
痛
み
が
あ
る
場
合
は
5
0%
 

サ
リ
チ
ル
酸
含
有

テ
ー
プ

（
ス

ピ
ー
ル
膏
）
を
数
日
間
貼
っ
て

軟
化
さ
れ
た
厚
い
角
層
を
掻
き
 
 

落
と
す
こ
と
で

治
療
し
ま
す
。
 

次
に
う
お
の

め
（
鶏
眼

）
で
す

が
、
こ
れ
は
た
こ
と
違
い
、
中

心
に
固
い
角
質

の
芯
を
持
ち

こ

れ
を
囲
む
周
囲
角
層
も
厚
く
な

っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
角
質
芯

が
乾
燥
硬
化
し
、

歩
行
時
に
圧

迫
さ
れ
る
こ
と
で
足
底
に
激
痛

を
生
じ
ま
す
。
刺
激
に
よ
り
角

質
の
芯
の
下
の
表
皮
組
織
は
十

分
な
成
育
分
化
が
で

き
ず
、
不

完
全
角
化

の
ま
ま
新
た
な
角
層

を
形
成
し

芯
構
造

に
加
わ
る
一
」
 

と
に
な
り
、
さ
ら
に
下
の
組
織

を
圧
迫
す
る
と
い
う
悪
循
環
を

生
じ
ま
す
。
 
方た
こ
4
と
の
肉

眼
的
相
違
点

は
表
皮
の
蹴
紋
が

そ
こ
で
消
失
し

肥
厚
し
た
角
層

中
央
に
確
実
に
角
質
芯
が
見
ら

れ
る
点
で
す
。
足
に
合
わ
な
い
 
 き

つ
す
ぎ
る
靴
を
履
い
た
場
合

に
生
じ
や
す
い
の
で

履
物

へ
の

注
意
も
必
要
で
す
。
治
療
は
、
 

や
は
り
ス
ピ
ー
ル
膏
を
用
い
周

囲
の
肥
厚
し
た
角
質
を
含
め
角

質
芯
ま
で
を
完
全

に
削
除
す
る

こ
と
で
す
が
、
通
常
は
一
回
で

根
治
さ
せ
る
こ
と

は
困
難
で
、
 

ス
ピ
ー
ル
膏
貼
付
→
角
質
切
除

の
操
作
を
数
回
反
復
し

て
は
じ

め
て
角
質
芯
の
完
全

削
除
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
足
底
部
は
ま

た
、
い
つ
も
物
理
的
に
刺
激
（圧

迫
）
さ
れ
る
た
め
か
メ
ラ

ニ
ン

産
生
細
胞
の
悪
性
化
で
あ
る
悪

性
黒
色
腫

の
好
発
部
位
で
も
あ

り
ま
す
が
、

こ
ち
ら
に
つ
い
て

は
ま
た
別
の
機
会

と
い
た
し
ま

し
ょ
、つ
。
 

	mII川I川I川金木だより ⑩ 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
伊
藤
 
博
文
（紘
造
）
五
所川
原市
 

「
泉
谷
か
お
り
（
勉
）

川
 
倉
 

お
く
や
み
 

(
 


